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14165 比較言語論
Comparative and Contrastive Linguistics 
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世界や日本の文化に目を向けよう

本講義では、様々な国籍の外国人が在住し、異文化コミュニケーションの能力が必須である現代の日本社会にお
いて、求められる心構えや知識についてクラス全体で議論しながら理解を深めていきます。「世界にはどんな国
があり、どのような文化を持っているのか？」「異文化コミュニケーションに必要な能力とは？」「日本に在住
する外国人はどのような問題を抱えているのか？」といったことを一つ一つ問い直すことにより、国際人として
何が必要かが見えてきます。

このような作業を通じて、世界に目を向けるだけではなく、日本語がどんな言語であり、日本はどのような特有
の文化を持っているかなど、自らのことを客観的にクリティカルに分析できるような能力を身につけてもらいた
いと思います。

授業内容は以下の通りです。

・比較言語・文化
・異文化コミュニケーションの方法
・日本文化・日本事情
・世界の教育　など

コピーを配布

平常点70％（自分の発表の質、他者へのコメントの質、授業への参加度）、レポート30％
4回以上欠席した人、発表の準備をしない人は単位を取ることができません。

本講義は国際人としてのトレーニングを兼ね、教員の講義の他に、学生も調べてきたことを先生として発表し、質問にも答
えるという「学習者主体」の授業を行います。この講義を取る方は、その覚悟を持って授業に臨んで頂きたいと思います。

http://www.icc.ac.jp/


